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2019～2020 
 
  役 員 
 
 

 

 

誕生日 
 

会長  多胡 葉子 直前会 青柳 美知子 

副会長  石田 由美子     

書記    若林 成幸     

会計  小林 康男  堀江 裕一  吉田 明 

会計監査 加藤 光信 今田 和子 

連絡主事 谷川 尚   

メネット連絡 福田素子   

六甲部地域・環境主査   青柳  美知子

   
風早寿郎（16日） 
吉田早苗（１０日） 
   

  風早 舞（1 月 26日） 
   

 

例会出席者数    34 名  
在籍会員数      21 名 
出席会員数      17 名 
出 席 率       80.95％  
メイクアップ(内数)  0名 
メネット        2 名 
コメット・孫メット     0  名、 
ゲスト・ビジター   15名 
例会充足率     ％ 

ＢＦポイント    1月    4,430 円 

       累  計     22,316 円 

にこにこＢＯＸ  1月    9,000 円  

       累  計      42,000 円 

ファンド（物品販売）         0円 

          累  計     27,300 円 

                          主 題 ・ 標 語 

国際会長(I P) Jennifer Jones (オーストラリア) 

          主 題  より良い明日のために今日を築く Building today for a better tomorrow 

          標 語  さあ動こう On the MOVE!   

       アジア太平洋地域会長(AP) 田中 博之（東京多摩みなみ） 

          主 題  アクション！ Action ! 

          標 語  誇りと喜びをもって With pride and Pleasure 

       西日本区理事(RD) 戸所岩雄（彦根シャトー） 

          主 題  風となれ、光となれ 

          副 題  こころ豊かにあるために、輝くために 

       六甲部長  柏原佳子（芦屋） 

          主 題  スピンネーカーの帆に風を集めて 

       宝塚クラブ会長  多胡葉子 

主 題  ときめきライフをワイズ活動で！  
 

 
 

２０２０年２月例会 

  日  時 ： ２０２０年２月１２日（水)１8：30 

場  所 ： 宝塚ホテル  翡翠の間 

会  費 ： 会員 3,000円 会員以外 2,000 円 

ドライバー   小林康男 鯖尻佳子 
  開会点鐘    多胡葉子会長 
  ワイズソング   全 員 
  聖書朗読    福田素子 
  祈   祷    武田寿子 
  ゲスト・ビジター紹介 

    会    食 
    お話し 「豊かなシアトルの生活」  
           杉谷和代ワイズ 
    リーダートレーニング報告 
      西宮リーダー 
       鳥飼風未花さん  山中喜史穂さん 

YMCA報告 
誕生日のお祝い  クラブ会長 
ニコニコファンド 
閉会点鐘     多胡葉子会長 

 

今月のテーマ:TOF CS FF  
  身近なボランティア 献金に協力を 
              お願いいたします。 
 
   地域奉仕 環境事業主任 渡壁十郎（長浜） 
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聖     句   

    

        ラマで声が聞こえた。 激しく嘆き悲しむ声だ。 

ラケルは子どもたちのことで泣き、慰めてもらおうともしない。 

子どもたちがもういないから。 

（マタイ福音書 ２：１８） 

 

 

随     想 

 

    幼子イエスを探し当てた博士たちが東の国へ帰っていった後、クリスマスとはかけ離れた出来事 

が起こります。「ユダヤ人の王」という言葉に不安と疑いを抱いたヘロデ王が、ベツレヘムと近郊に 

いた 2歳以下の男の子を一人残さず殺させたという、なんとも理不尽な話です。 

昨年の 12月、福岡は大きな悲しみに包まれました。全国的にも大きく報じられたように、「ペシャワ  

ル会」の中村哲医師が現地アフガニスタンで銃撃され死亡したのです。現地の人々のために生涯を 

かけて働いてきた中村先生が、まさにその現地の誰かによって命を奪われる・・・。どうしてこんなこと 

が？なんともやりきれない思いが、多くの人々の中に交錯しました。 

事件の背景や理由については諸説あるようですが、有力視されているのが、現地の「水利権」を 

めぐる問題です。中村医師らの灌漑工事によって数十万の人々の生活が支えられるようになった 

のは事実ですが、その一方で、それによって自分たちの「水利権」が侵されると疑う人々も、 

またいたらしいのです。実際にはそういうことがないようにと、細心の下調べをした上での工事で 

あったと思いますが、それを客観的に示すメーターが水門に付いているわけではありません。 

不安や疑いにとらわれた人間には、中村さんのような人の行動が理解できません。「人は自分の 

利益のためにしか行動しない。自分に何の利益もないのに、苦労の多い灌漑事業などするだろうか。 

するはずがない。中村もきっと何か自分の利益になるように行動しているに違いない。」そう思い 

込んでしまった人間の目を覚まさせることはとても難しい。「いや、そんなことをしなくても、分かち 

合えば人は共に生きることが出来るんだ」というのが、中村さんたちが行動で示そうとした 

メッセージでした。しかし、全ての人がそうは理解しなかったのです。 

「暗闇は光を理解しなかった・・・(ﾖﾊﾈ 1:5)」。そんなこの世の酷薄たる現実を、 

突きつけられた思いでした。 

この現実の前に、改めて覚悟を問われているように感じます。 

    

       

                                         金田 俊郎 
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1 月 8 日宝塚ホテル翡翠の間で新年例会が行われました。お正月に合わせて金屏風の映える落語で初

めての英語落語でした。どの様にされるのか大変楽しみでした。 

始めに日本でする事を前提に動作の前後に日本語の説明をされて英語のわからない人でも単語がわか

る様に思い

ました、落

語は動作を

しながらスト

ーリーが見

えて来るの

で例えば、

うどんを食べる動作も、汁があるかの様に、うどんをすする音、特に顔の表情で熱いのが分かります、今回は

人力車の引手が坂で苦労など力の入る、声と動作、総合して風景が浮かぶのが落語でしょう。 

例会の会場に笑いが沢山ありました。近くの施設にカナダから介護研修に来ている 2 人の若者も楽しん

だ様で落語の動作を楽しく習っていました。落語の最大の楽しみは最後の落ちですが英語落語で難しい事

が分かりました。 

                                                   長尾  亘 

 

 

 

 

 

１月第２例会は、１月 15 日（水）18：30 から西公民館会議室で行い、多胡会長・青柳・武田・若林・小林・

石田・福田宏・長尾・鯖尻・福家・今田・堀江各メンの 12名が参加した。議事要旨は次の通り。 

 

１．２月以降の例会運営について 

  ①２/12 Time of Fast例会、食事はカレー、会員 3000円、会員外 2000円、会費の一部を TOF献金 

に充てる。卓話は杉谷メン「豊かなシアトル生活」、及び、西宮 YMCA リーダー（鳥飼風未花、 

山中喜史穂さん）を招きリーダー・トレーニング・キャンプの報告を聞く。 

   また、この日は、YMCA提唱の“いじめ防止キャンペーン”に同調し、ピンクシャツデーとする。 

   各自、ピンクシャツまたはピンク地のネクタイ・スカーフ等を着用。 

  ②3/11 卓話に青木俊一郎氏（日中経済貿易センター相談役）「21世紀のグローバルな活動と国際貢 

献」を迎える。また、当日はホテルでの最終例会となり、献立に＋αを施し、思い出話で花を添える。 

ちらし 200枚作成。 

 

③バザー中止によりレクリエーション機会が無くなることから、会員の親睦促進策について話し合い、と 

りあえず 4/11（土）に野外例会を計画することとした。詳細は別途。 

 

１月第２例会報告 

 

１月第１例会報告 
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２．行事予定 

  2月から 4月にかけて種々の会合が予定されている。 

   皆さんのご協力をよろしくお願いします。 

   ①2/16、14：30～バレンタイン・コンサート、三田市総合文化センター（主催：さんだクラブ） 

   ② 2/22、14時～神戸クラブ９０周年記念例会、 

ANA クラウンプラザホテル神戸、会費 10,000円 

参加希望者は早急に福田宏子メンまで連絡のこと。 

    ③2/29、13～16時、Yサ事業。YYY フォーラム・ピンクシャツデー。 神戸 YMCAにて。 Tシャツ販 

売＠1000円。基調講演“いじめをなくす運動”、グループ討議、アピール行進など。2/15 までに出 

欠連絡を。 

    ④3/4、9～13時、神戸 YMCA日本語スピーチコンテスト、兵庫県民会館。当クラブから協賛金 5,000 

円の支出を承認。 

    ⑤3/7～8、宝塚 NGO展 宝塚市国際文化センター。 

            3/6展示準備、3/7活動紹介トーク（多胡） 

            展示の詳細・役割分担は別途 

    ⑥3/8 11～13：30 防災ラジオウオーク（ゴール地点、末広中央広場で凧づくり・凧挙げに参加）。 

14時 自立の家に移動、自立の家・むこがわ学校による震災記念事業「揚がれ希望の凧」に合 

流。 

    ⑦3/20（祝）14：30～17：30六甲部第 2回評議会、 

神戸 YMCAにて。 

    ⑧4/28～29、六甲部 CS・メネット共同事業。きらりと輝くアート展、障がい者施設からの応募作品を展 

示。兵庫県民アートギャラリー中展示室。 

 

３．2 月ブリテン編集 

    長尾メンの編集方針、日程に基づき寄稿分担を確認した。 

 

４．鹿児島クラブ 30周年記念例会 

    参加者 6名、スケジュールを確認し、祝儀 10,000円の支出を承認した。 

 

５．S&C会計（試案）の検討 

    12月第２例会で提案のあった“S&C（選択と集中）会計試案”の問題意識を共有するため、今後、第 

２例会にて継続して協議をすることを確認した。 

今回は「年会費：4万円から３.6万円に減額の是非」と「現役社会人の例会参加が困難な現状の打 

開策」について話し合った。年会費は、クラブ設立時から 4万円を踏襲してきたが、会員の経済的負 

担を軽減すること、及び、例会会場をホテルから公民館へ移すに伴うメリットが反映できる、との意見 

があり、概ね了承された。現役社会人への対応については、「現状是認もやむなし」、「例会日の設 

定に工夫」等の意見が出たが、「先ず、該当者に希望を聞いてみること」から始めることとし、今後に 

持ち越した。次月は「諸献金・地域交流の諸会費」を協議する予定。 
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６．その他 

   ①はんしん自立の家 綿の種取り作業の応援 

   ②はんしん自立の家 講演会 長尾文夫氏  

～ハンセン病療養所・長島と私の 60年～ 

 ③2020年国際大会 in Denmarkの案内（詳細別途） 

                                                書記 若林 成幸 

 

 

 

 

 

 

1 月 12 日の日曜日の夕方 5 時からさんだクラブ新年例会に参加した。会場の三田キッピーモール、

まちづくり協働センターの調理室は参加者で一杯になっていた。机の上には竹内一夫メン手作りのご馳走

が並び、松本美耶子メンの手作りビーフシチューの寸胴鍋もあって始めから盛り上がっている。 

例会の中の安行英文メンの縁起をかつぐ面白いお正月の食べ物の話は孫にも引き継ぎたいものだっ

た。25 名あまりの参加者はメンバーのご近所さんあり、家族ずれあり、支援先の「かるがも園」の職員さん達

など。皆でお手作りのご馳走をいただいた。ビーフシチューは五つ星の味で、しかも食べ放題だ。たらふく

食べた後、全員順番に近況報告を話し、知らなかった人も身近に感じる事が出来た。とっても楽しくて、有

意義な時間だったし、クラブの団結力や、皆が喜んで奉仕するワイズの心を感じられた。 

青柳美知子 

 

 

 

 

 

  

17日から 19日まで鹿児島クラブの温かいおもてなしを受けたことはとても嬉しい DBC クラブ間の交

流の日々でした。  

周年行事の第一部は鹿児島 YMCA１０周年記念式典、第二部は鹿児島ワイズ３０周年記念例会、 

第３部が講演、そして第４部が懇親会と長時間の行事は約 120人の参加のも

と全てが豊かな時を共有させていただいた時間でありました。 

 以前に鹿児島ワイズに最高齢者９０歳の女性メン

バーが入会されたとのニュースが入ってきていまし

た。なんとその方尾崎慶子ワイズが私のテーブルで

ご一緒でした。2月がお誕生日で９４歳になられると

のこと。教会生活と毎回のワイズの例会は欠かすことがないと本当に溌剌とした

最高齢者のワイズのお姿にとても感動を覚えました。こうしてワイズの集いに出

席する度に今回もワイズの醍醐味の一つを味わうことができました。           多胡葉子 

 

さんだクラブ新年例会 

 

鹿児島 YMCA10 周年 

鹿児島ワイズメンズクラブ ３０周年 

 



宝塚ワイズメンズクラブ・ブリテン 2020年 2 月号 

 

 

 

 

 

                                                                  

 

鹿児島ワイズメンズクラブ３０周年を祝って、宝塚クラブから７名が鹿児島空

港に到着すると、中堀ワイズが笑顔で、出迎えてくだいました。霧島神社、湯けむ

りが立ち上る丸尾滝、坂本龍馬ゆかりの塩浸温泉を案内してくださり、おいしい黒

豚のお昼を堪能した後、ホテルで一休み、夜は鹿児島クラブ会員皆様との交流

会で、ＤＢＣのきずなを深めました。大野前理事も参加し、最後には１月１７日阪神

大震災の２５周年を覚えて、「幸せ運べるように」を大合唱、フラも加わり両クラブ

の友好をさらに強める機会になりました。 

                                                         

武田寿子 

                                                                   

 

例会前日、中堀メンが神代から古代、維新の群雄がたどった悠久の

地、霧島を案内してくださった。 久々の硫黄の香が漂う、モクモクとあちこ

ちから湯煙が立ち込める霧島温泉郷 

は非常に活気があり、湯量も、硫黄含有量も豊富で、家庭に引き込むこと

は、家屋を破壊する恐れがあるとのことで、共同温泉風呂に 300 円で入浴

するという、なんとも羨ましいお話であった。 

 1860 年、寺田屋事件で受けた刀傷を癒すため、坂本龍馬が妻、お龍を伴って、危機感伴う中、18 日間

程、湯治と観光で過ごした塩浸温泉、「実に、此世の外かと おもわれ候ほどの めずらしき所ナり」と乙女

姉さんに宛てたほど、彼らも緊張の中、垣間見たホッコリと最高の日々を過ごしたのでは？と思いを馳せた。 

これが「日本最初の新婚旅行」と言われている。 温泉の横を流れている川には、色鮮やかな 3 羽の鴨が

餌を啄む姿も印象的であった。                                   福田 宏子  

 

                                                                      

  

 今回の周年記念式典と記念例会参加にあたっては印象的な素晴

らしい事が数多くありました。特に心に残ったのは鹿児島 YMCA チ

アダンスのパフォーマンスです。 

幼稚園児からユースまで 100名のダンサー達が会場いっぱいキレッ

キレのダンスを披露しました。彼らの保護者、100名以上が特別に臨

席して会場は急遽 3 倍の人数の中子供たちの応援に熱い視線と拍

手を送っておられました。晴れ姿を見たいのは当然、主催者の鹿児

島 YMCA とワイズメンズクラブの優しさと温かさを感じ感動しました。

勿論私達も全員一緒に[ワァイエムシーエェ]と弾けたのはご想像通りです。 

 

石田由美子 
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鹿児島クラブ訪問の 3日間は恵まれた又充実した旅となった。今でもワクワク感が取れない。今迄、本

やテレビにも出てくる薩摩と桜島の地に足を置けただけでも心が浮ついていた。空港着後、案内してもらっ

た、美味を誇る黒豚レストランのカツ定食！緑豊かな山懐に佇む洗練された美しさを持つ霧島神社、湯の

町霧島を象徴するような湯けむりをたたえた丸尾滝、晴れていればどんなに美しかろうハイウエーのドライ

ブ等、何ページあっても書ききれない。が、一番印象深かったのは鹿児島クラブの皆様だ。30 周年記念例

会の前夜というのに、沢山集まって下さり、暖かい交わりを下さった。例会当日見、聞きした YMCA 立上げ

当時の夢と苦労話、又それを超えて来られた方々の品格や優しさ、又若いメンバー達は機関車のような力

とパーフェクトに近いお人柄に心を打たれた。 

青柳美知子 

                                                                   

写真で行く鹿児島クラブ 30周年、鹿児島 YMCA10周年 

   大阪国際空港搭乗口              霧島              トンカツ（黒豚） 

 

 

 

 

 

 

 

       霧島神宮           坂本龍馬も見たであろう        坂本龍馬の新婚旅行 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜、鹿児島クラブと DBC交歓会                                   西郷どんの銅像 

    皆で阪神淡路大震災の                                                               

 「しあわせ運べるように」を歌いました    桜島を見ながらのモーニングタイム 
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   松若鉄比古、鹿児島クラブ会長    神戸 YMCA の同窓会       1月誕生日の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名勝 仙巌園 薩摩藩主島津家の別邸 （桜島が目の前に！） 

 

 

                                           

 

 



宝塚ワイズメンズクラブ・ブリテン 2020年 2 月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西日本区は、2022 年の国際ワイズ創立 100 周年、西日本区発足 25 周年を目指して「ワイズ将来構想

特別委員会」を設け、6 項目からなるワイズ改革の基本計画を掲げています。これを受け、六甲部は基本

計画の中から「質量明まった会員増強の推進」と「YMCA との協働による地域奉仕活動の創造」の２課題を

中心に、課題別に分科会を設け、具体案の作成に向け話し合いを重ねてきました。私は後者の分科会の

リーダーに任ぜられ、「YMCA との協働の意味」を考え、「そのあるべき姿」求めつつ、毎月１回開催の分科

会と全体会のために努力して参りました。1/20 に開催の第５回全体会議にて今後の方向性が見えてきた

ので、経過報告をさせていただきます。  

この度の会合は、久々に六甲部の全てのクラブの面々が揃い、委員会活動の一区切りをなす有意義

な時間を共にすることができたと思います。 

神戸ク・進藤メンの進行により、各クラブの前半期の主要な活動内容を紹介した後、２つの分科会の実績

報告と Q&Aを行いました。 

第１分科会「質量相まった…」は、新クラブの創設をテーマに掲げていましたが、「新クラブを作るよりも、 

現在の会員維持増強にしぼった方がいいのではないか。地域奉仕と一緒になって、クラブの充実を 

めざしたい。その上でエクステンションも考える。」旨、報告されました。 

第２分科会「Y との協働による CS…」をテーマのもと、各クラブが継続的に取り組んでいる１０件の CS 

活動（Yサービス活動は除く。）を中心に、そのインパクト（注）を個別に評価し、そこから導き出された 

共通の価値感（その活動の究極の目的は何か？）を探求する中で次の３つのキーワードに到達しま 

した。即ち、六甲部の CS活動は、次にあり。 

①音楽による豊かな地域社会づくり。 

②留学生支援・国際協力・国際理解。 

③困難にある人々を覚え、多様な個性の尊重。 

文字に書いてしまえば至極当り前なことですが、何となく腑に落ちたという思いがします。 

しかし、この３つのキーワードは正しく YMCAが掲げるスローガン「みつかる。つながる。よくなる。」と 

強い相関性があるように思えてなりません。分科会としてようやく「YMCA との協働の突破口が見つか 

った！」の実感を持つこととなりました。 

そして、Q&Aを行い、この先は YMCA と Y’s双方で「フェローシップ委員会」（Y’s：大野・進藤・柏原・ 

安行・若林）（YMCA：総主事・スタッフ３名程度）の開催（第 1回目２/３）を目指すことになりました。 

委員会を通じて気づいたことが幾つかありました。 

宝塚・芦屋・さんだクラブのように YMCAオフィスレスクラブと YMCAに近接するクラブとの意識の違 

い、YMCA運営の時代感覚を疑わせる制度疲労、ワイズメンの高齢化による金属疲労、クラブの問題 

意識の濃淡等々。しかし、話し合いを重ねることにより一定の方向性が見いだせたことは喜ぶべきこと 

でしょう。 

そのような中から、私の今年のモットー「明日を語ろう！」が生まれました。 

 

 

 

六甲部ワイズ起こし 

特別委員会の経過報告 
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（注）CS活動評価のポイント 

      ①YMCA と Y’ｓの連携を深めるか？ 

      ②社会的認知度・好感度を高めるか？ 

      ③一般の方も巻き込めるか？ 

      ④ワイズのシンボル活動となるか？ 

                                                    若林成幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.スピーチコンテストのお誘い 

例年日本語学校のスピーチコンテストへの支援ありがとうございます。今年は下記の通り行われるの 

でご覧になりたい方はぜひ一報の上お越しください。 

日時：2020年 3月 4日（水）9.00-13.00 場所：兵庫県民会館 けんみんホール 

連絡：神戸 YMCA学院専門学校 担当：橋本 ／ 078-241-7204 

 

２．神戸ＹＭＣＡ総主事懇話会 

   現在神戸ＹＭＣＡを支えてくださる六甲８ワイズの代表の方々と、年間計画やＹＭＣＡの事業方針の 

説明、またワイズメンズクラブとの協同事業や支援のお願いをする機会として、例年２月に六甲部各ワ 

イズ会長の方々にお集まりいただき、総主事と懇談する機会を設けております。 

 今期は 3 月 23 日（月）18 時半より実施予定ですので、ぜひ忌憚のないご意見をお願いします。ご案

内 

は会長あてにお送りさせていただいています。 

 

３．ＹＭＣＡピンクシャツデー 

   ある日、カナダでピンクのポロシャツを着て登校した少年が「ホモセクシャルだ」といじめられました。 

それを聞いた先輩 2人が 50枚のピンクシャツを購入、インターネットで「明日、一緒に学校でピンクの 

シャツを着よう」と呼びかけました。翌日学校では呼びかけに賛同した数百名の生徒がピンクのシ 

ャツや小物を身に着けて登校。学校中がピンク色に染まり、いじめが自然となくなったそうです。 

このエピソードは SNS等で世界中に広まり、今では 70カ国以上でいじめに反対する活動が行われ 

ています。カナダで最初にこの出来事があった日が、2月の最終水曜日でした。それ以降、2月の 

最終水曜日に私たちもいじめについて考え、いじめられている人と連帯する思いを表す 1日として 

います。 

ＹＭＣＡもこの運動に賛同し、社会全体がいじめに対して「自分ごと」として向き合うこと、そして周り 

の人が「傍観者」にならないことが、いじめから救えることを考えアクションを起こしています。詳細 

はポータルサイトにも掲載していますが、ぜひ皆さんも「自分ごと」として行動を共にしていただけれ 

YMCA だより 
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ばと願っています。 

2月 29日に行われるＹＹＹフォーラムでもこのことをテーマにともに学び合う時間を持ちます。 

https://www.ymcajapan.org/campaign/pinkshirtday/ 

 

  

【年会費納入依頼】    

2019-2020年度も後期の活動が始まります。 

つきましては、後期会費 ２万円 の納入をお願い致します。 

なお、前期会費が未納の方は前期会費も併せてお願いいたします。 

振込先   三菱 UFJ銀行 宝塚中山支店 普通預金 ４５８５８３６ 

                       宝塚ワイズメンズクラブ 宛 

                                                            会 計  小林康男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2019−2020 宝塚ワイズメンズクラブ 事業・特別事業 

事業委員   (委員長）    特別    (委員長)     

 
Y サ・ユース 武田 壽子 西川 勝久 事業委員 

 NGO 連絡協

議会 鯖尻 佳子 堀江 裕一 福家 清美 

  地域・環境 青柳 美知子 風早 寿郎  じゃがいも 小林 康男 吉田 明 風早寿郎 

  EMC 若林 成幸 鯖尻 佳子   

市民クリスマ

ス 若林 成幸 吉田 明 長尾 亘 

  広報・ブリテン 長尾 亘 福家 清美       〃  石田由美子 多胡 葉子 

  交流・ファンド 福田 宏子 石田由美子      

https://www.ymcajapan.org/campaign/pinkshirtday/

